
建築物の強風被害低減に向けて 

“建築物の被害”というとどんなイメージをお持ち

でしょうか。多くの方は、地震によって建築物が傾い

たり、屋内にあるものが散らかったりする被害をイメ

ージされるかと思います。実は、台風や竜巻などの強

風によっても建築物には被害が生じています。 

（１）建築物の強風被害 

昨年、茨城県つくば市では竜巻による強風被害が発

生しました。2 階建て建築物が倒れ、屋根瓦などが外

れていました（図１）。建築物の強風被害は、主に屋根

や壁などが壊れる被害です。壊れた屋根や壁が強風で

飛んで行ってしまうと、他の建築物に当たって被害が

連鎖したり、人命に関わる事故が起きたりしてしまい

ます。地震に比べて印象が少ないかもしれませんが、

毎年のように台風が来る日本ではいつでも起こりう

る被害として“強風被害”を意識する必要があります。 

  

図１ 竜巻による被害（令和 7 年 茨城県つくば市） 

（２）建築物の強風に対する安全性を確認する実験 

建築基準法では、建築物が強風に耐えられるように

基準が定められています。しかし、近年の少子高齢化

社会では維持管理が難しい建築物が増えており、劣化

して強風に対する性能が不足している屋根や壁があ

ります。このような屋根や壁が強風に対して安全かど

うかを確認するために、建築研究所では令和 2 年に実

大強風雨発生装置を整備しました（図２）。この装置で

は、風速 70 メートル（1 秒間に 70m 移動する速さ）

を超える強風を発生させることができます。屋根瓦を

模型に設置して送風することで、強風時の屋根瓦の動

きや、外れてしまう風速を計測できます。劣化した状

態の屋根を再現することもできるので、様々な状態で

の強風に対する性能を確認することができます。この

他にも、縮小した模型を使った実験や計算によって建

築物の強風に対する安全性を研究し、国が実施する施

策や技術基準への反映を進めています。 

  

図２ 建築研究所の実大強風雨発生装置 

（３）地域の方に向けた強風防災教育 

前述したように“強風被害”はまだまだ印象が少な

いのが現状です。強風被害は特定の建築物だけでなく

広範囲で連鎖的に生じるため、建築物の所有者や利用

者に限らず一般の方も意識向上が必要です。そこで、

地域の方に向けた強風防災教育にも取り組んでいま

す（図３）。強風時に取るべき行動などもアドバイスを

して、幅広い世代の方に興味を持って頂こうとしてい

ます。 

 

図３ 強風防災教育（つくば市内の小学校） 

（４）おわりに 

強風被害低減についてご紹介しました。今後も、安

全・安心な社会づくりに貢献して参ります。 
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